
（　 ） 史料編纂所所蔵『後龍翔院左大臣殿御記』紙背文書の翻刻（宮﨑・井上）89

史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
『
後
龍
翔
院
左
大
臣
殿
御
記
』
に
つ
い
て
は
、『
古
代
・

中
世
古
記
録
書
誌
情
報
の
蒐
集
と
古
記
録
メ
タ
デ
ー
タ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
』

（
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
〇
八
─
四
）
に
お
い
て
、
解
題
・
索
引
を
付
し

て
本
文
の
紹
介
を
行
っ
た
も
の
の
、
時
間
や
紙
幅
の
都
合
に
よ
っ
て
、
紙
背
文
書
の

翻
刻
を
収
載
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
度
、
宮
﨑
肇
（
史
料
編
纂
所
特
任
研
究

員
）
の
参
加
を
得
た
こ
と
で
、
全
五
八
点
の
史
料
翻
刻
を
終
え
る
こ
と
が
叶
っ
た
。

そ
こ
で
本
紀
要
の
紙
面
を
借
り
て
、
こ
れ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
数

年
に
わ
た
る
遅
延
を
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

詳
細
な
解
題
は
右
の
報
告
書
に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
紙
背
文
書
を
理
解
す
る
う
え

で
必
要
な
最
小
限
度
の
説
明
に
止
め
る
こ
と
に
し
た
い
。『
後
龍
翔
院
左
大
臣
殿
御

記
』
は
、
転
法
輪
三
条
公
頼
（
一
四
九
八
～
一
五
五
一
）
の
日
記
で
、
大
永
六
・
七

年
の
日
次
記
お
よ
び
天
文
六
年
正
月
元
日
節
会
記
の
二
冊
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
架
番

号
：
貴
五
四
─
一
八
─
一
・
二
）。
他
に
逸
文
な
ど
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
全

貌
は
明
瞭
で
な
い
。
こ
の
二
冊
は
他
史
料
と
と
も
に
、
昭
和
二
六
年
に
三
条
家
よ
り

史
料
編
纂
所
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）
で
、
縦
二

五
セ
ン
チ
、
横
四
一
・
五
セ
ン
チ
大
の
楮
紙
を
縦
に
二
つ
折
り
し
て
冊
に
仕
立
て
て

い
る
。
大
永
七
年
・
八
年
冊
は
全
五
十
一
丁
（
表
紙
共
紙
、
墨
付
五
十
丁
）、
天
文

六
年
冊
は
全
十
丁
（
表
紙
共
紙
、
墨
付
九
丁
）
か
ら
な
り
、
ほ
ぼ
全
紙
に
紙
背
文
書

史
料
紹
介史

料
編
纂
所
所
蔵
『
後
龍
翔
院
左
大
臣
殿
御
記
』
紙
背
文
書
の
翻
刻

宮　
　

﨑　
　
　
　
　

肇

井　
　

上　
　
　
　
　

聡

が
確
認
で
き
る
。
公
頼
へ
の
来
信
が
過
半
を
占
め
る
が
、
勘
返
状
や
自
身
の
土
代
も

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
現
れ
る
人
々
は
、
日
次
記
本
文
に
登
場
す
る
も
の
が
多
く
、

表
裏
の
関
連
は
密
接
で
あ
る
。
明
ら
か
に
年
次
が
確
定
で
き
る
も
の
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
大
永
七
・
八
年
の
日
次
記
は
浄
書
本
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
直

前
に
公
頼
の
も
と
に
到
来
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
天
文
元
年
分
は
浄
書
本

で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
当
該
年
よ
り
下
が
る
可
能
性
が
強
い
。
ゆ
え
に
紙
背
文
書
の

年
代
も
不
詳
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
仮
名
書
状
が
多
数
を
占
め
、
内
容
を
正
確
に

理
解
し
難
い
も
の
も
あ
っ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
研
究
の
余
地
は
大
き
い
。
ま
た
当

該
史
料
の
画
像
は
、
本
文
と
も
ど
も
史
料
編
纂
所
所
蔵
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
既

に
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
読
者
に
あ
っ
て
は
本
稿
を
、
画
像
と
あ
わ
せ
て
ご

検
証
の
上
、
ご
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
﨑
が
翻
刻
を
主
担
し
、
井
上
が
注
記
や
体
裁

の
統
一
を
行
っ
た
。
ま
た
本
所
技
術
専
門
職
員
和
田
幸
大
氏
（
影
写
担
当
）
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
史
料
デ
ジ
タ
ル
画
像
上
に
て
紙
背
文
書
の
み
を
明
瞭
に
読
解
で
き
る
環

境
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て

末
柄
豊
氏
・
遠
藤
珠
紀
氏
に
は
全
般
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
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【
凡
例
】

一
、
正
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

二
、
破
損
等
に
よ
っ
て
文
字
が
欠
損
す
る
場
合
、
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
を
挿
入
し

た
。
残
画
な
ど
か
ら
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
左
傍
に
注
記
し
た
。
な

お
字
数
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、

を
も
っ
て
こ
れ
を
示
し
た
。

三
、
破
損
等
に
よ
り
文
字
が
欠
損
し
て
い
て
も
、
残
画
か
ら
字
形
が
判
明
す
る
場
合

は
、
当
該
文
字
を
□
で
囲
っ
て
示
し
た
。

四
、
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
、
そ
の
左
傍
に
〻
を
附
し
て
い
る
。
判
読
不
能
の
場
合
、

そ
の
字
数
を
図
っ
て
■
の
み
を
挿
入
し
た
。

五
、
文
字
上
に
、
別
の
文
字
を
書
き
直
し
て
い
る
場
合
、
書
き
改
め
た
文
字
を
本
文

と
し
て
採
用
し
、
そ
の
左
傍
に
訂
正
さ
れ
た
文
字
に
相
当
す
る
数
の
傍
点
を
附
し

た
。
な
お
訂
正
さ
れ
た
文
字
が
判
読
可
能
な
場
合
、
右
傍
に
×
を
冠
し
て
注
記
し

た
。

六
、
校
訂
者
の
加
え
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
〔　

〕
も
し
く
は
（　

）
を
附

し
た
。〔　

〕
は
文
字
の
校
訂
に
関
わ
る
も
の
に
用
い
、
そ
の
他
の
参
考
ま
た
は

説
明
に
は
（　

）
を
用
い
た
。

七
、
複
数
の
料
紙
か
ら
な
る
文
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
紙
替
り
を
」
を
以
て
示
し
た
。

ま
た
折
紙
に
お
い
て
は
、
折
り
の
表
か
ら
裏
へ
、
ま
た
裏
か
ら
表
へ
と
移
る
箇
所

に 

」
を
配
し
た
。

八
、
散
ら
し
書
き
文
書
に
お
い
て
は
、
奥
か
ら
袖
へ
、
下
段
か
ら
上
段
へ
と
、
筆
順

が
大
き
く
変
化
す
る
箇
所
に
／
を
配
し
て
こ
れ
を
示
し
た
。

九
、
勘
返
状
に
お
い
て
は
、
勘
返
の
付
さ
れ
た
位
置
に
＊
を
配
し
、
末
尾
に
対
応
す

る
本
文
を
記
し
た
。

①　

富
小
路
氏
直
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
1
紙
紙
背

寄
思
召
候

ぬ
儀
候
へ
と
も
、
く

籠
に
て
も
□
□
□
籠
に
て
も
、
ひ
か
ら
の
□
□

□
籠
御
座
候

ゝ
、
一
日

か
り
の
逗
留
申
請
度
候
、
御
座
候
わ
す

、
被
申
入
候

ま
て
も
候
ま
し
く
候
、
か
た
〳
〵
祗
候
候
て
、」
可
申
入
候
共
、
御
次
可
被
申
入
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏（
富
小
路
）

直　

　
　
　

嶋
守
殿

②　

某
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
2
紙
紙
背

こ
の
ほ
と

御
う
と
〳
〵
し
や
と
御
ゆ
か
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
一
日

ち
と
さ

と
へ
ゆ
き
候
事
に
て
候
、
そ
れ
に
も
御
い
り
候
事
や
、
御
ゆ
か
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ

候
、
又
御
ら
ん
し
候

し
た
ゝ

の
あ
や
も
す
て
た
く
候
、
そ
て
と
ひ
さ
と
か
ち
と

／
や
れ
候
つ
る
、
た
れ
も
ぬ
し
候

ゝ
、
御
す
て
候
て
給
候
へ
く
候
、
も
し
や
と
申

候
、
御
ゆ
か
し
や
、
か
し
く
、

③　

勧
修
寺
尹
豊
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
4
紙
・
第
3
紙
紙
背

其
後
者
、
以
参
可
申
入
心
中
候
之
処
、
此
間
打
つ
ゝ
き
不
得
隙
候
て
、
罷
過
候
、
今

晩
参
候
て
、
申
入
候

ん
す
る
を
、
今
朝
よ
り
近
所
に
参
会
之
事
候
て
、
遅
々
候
之

間
、
自
他
所
申
入
候
、
仍
先
日
申
入
候
間
之
儀
、
委
注
給
候
て
、
可
申
聞
之
由
申
候
」

間
、
早
々
注
給
へ
く
候
、
此
砌
切
々
申
候
者
可
然
候
、
又
畠（

稙
山長

）方
へ
事
、
と
て
も

の
事
に
河（

遊
佐
）内

守
を
憑
入
候
、
申
聞
候
へ
の
よ
し
、
可
申
分
候
、
可
有
如
何
候
哉
、
其

上
に
て
、
以
誉
田
尚
々
可
申
候
、
返
々
可
注
給
之
由
申
候
間
、
此
砌
日
も
候
へ

不

可
然
候
、」
夜
前
も
御
言
伝
に
申
入
候
、
不
届
申
候
哉
、
如
何
、
／
一
日
よ
り
申
候
、

御
無
沙
汰
候
哉
、
無
御
心
元
候
、
返
々
明
日
に
も
早
々
可
注
給
候
、
目
出
成
就
之
事

□
□
入
候
、
返
々
早
々
可
給
候
、
待
申
候
、
か
た
〳
〵
以
面
尚
々
可
申
入
候
、
か
し

く
、」

　
　
　
（
切
封
墨
引
）

　
　
　

大（
森
盛
時
）

輔
殿
ま
い
る　

申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　
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④　

某
（
宗
山
等
貴
ヵ
）
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
5
紙
紙
背

昨
夕
甘（

甘
露
寺
伊
長
）

黄
参
候
て
、
一
足
興
行
候
、
暮
も
鞠
も
し
つ
か
に
数
揚
候
事
に
て
、
か
す�

〳
〵
存
出
候
、
／
長
途
に
ひ
る
の
ね
の
よ
し
／
範（

冷
泉
）遠

物
語
申
候
間
、
不
及
案
内
候
、

今
日
又
」
可
然
暮
に
て
候
へ
共
、
人
数
皆
さ
し
合
候
、
無
念
候
、
仍
明
日
辺
東
山
御

遊
山
候
ま
し
き
哉
ら
ん
、／

に
世
上
蒙
然
と
候
ほ
と
に
、
さ
そ
ふ
水
に
も
と
思

ひ
な
り
候
、
尚
々
大
蔵
さ
へ
在
国
候
ヘ

、
い
と
ゝ
」
足
の
催
す
ゝ
め
も
□
ま
し
く

候
、
秋
ふ
か
き
天
気
に

夏
し
た
て
も
か
ろ
〳
〵
し
く
候
、
か
た
〳
〵
計
会
せ
ひ
な

く
候
、
仍
先
日
一
巻
、
又
比

〔
秘
〕蔵

之
一
巻
借
進
之
候
、
置
所
を
う
し
な
ひ
、
連
々
」
心

懸
候
て
、
只
今
尋
出
候
間
、
進
之
候
、
相
構
而
〳
〵
他
所
ヘ

ふ
か
く
可
被
禁
候
子

細
候
間
、」
御
心
え
候
へ
く
候
、
不
私
条
々
之
子
細
候
間
、
ふ
か
く
〳
〵
御
か
も
し

ま
い
ら
せ
候
、
自
然
貴
亭
へ
寄
来
候
人
に

、
み
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
其
時
□
」
他

所
ヘ

難
儀
候
、
や
か
て
〳
〵
被
写
候
て
、
返
給
候
へ
く
候
、
是
に
て
別
而
御
興
行

候
て
、
人
体
を
つ
く
り
出
さ
れ
候
へ
く
候
、」
其
時

必
々
一
段
此
ほ
ん
を
給
候
へ

く
候
、
奉
公
随
分
候
、
如
此
物

我
等
こ
と
き
発
気
候

す
、
い
つ
と
な
き
な
へ

〳
〵
を
」
ふ
と
発
候
秘
本
に
て
候
、
一
笑
〳
〵
、
条
々
御
み
つ
か
ら
申
候
へ
く
候
、

又
さ
き
の
御
歌
ち
と
み
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
四
日

　
（
捻
封
墨
引
）
早
破
〳
〵
、　

亜（
三
条
公
頼
）

相
と
の
へ
進
覧
之
候　
　
　

再

⑤　

某
女
房
奉
書
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
6
紙
紙
背

さ
き
に

御
申
候
つ
れ
と
も
、
御
ま
れ
人
と
て
御
ま
い
り
候

ぬ
御
心
の
ほ
か
さ
／

御
ま
り
を
一
そ
く
／
あ
そ

し
た
く
候
、
御
ま
い
り
候
へ
く
候
、
あ（

姉
小
路
済
俊
カ
）

ね
少
」
そ
な
た

の
計
と
て
候
、
御
つ
れ
候
て
御
ま
い
り
候
へ
く
候
、
ち（

持
明
院
基
規
カ
）

や
う
院
を
も
お
ほ
せ
事
候

へ
く
候
、
さ
候

ゝ
、
や
か
て
〳
〵
／
御
ま
い
り
候
へ
く
候
、
御
所
へ
な
り
候
ほ
と

に
、
た
ゝ
一
そ
く
あ
そ

し
た
き
に
て
候
よ
し
申
と
て
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
御（

三
条
公
頼
）

か
た
御
所
へ
ま
い
る

⑥　

某
書
状
（
竪
・
横
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
7
紙
紙
背

ゆ
め
〳
〵
し
く
候
へ
と
も
、
と
く
り
一
ま
い
ら
せ
候
、
御
し
や
う
く
わ
ん
候

ゝ
、

御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、」
こ
の
し
き
ろ
う

、
御
か
も
し
御
所
へ
ま
い
ら

せ
ら
れ
候
て
給
候
へ
く
候
、
な
か

あ
ら
〳
〵
し
く
う
つ
ゝ
な
く
候
ほ
と
に
、」
御

し
や
う
く
わ
む
候
へ
と
、
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
ち
と
／
な
り
と
う
つ
ゝ
し
く
し
候
て
、

御（
三
条
公
頼
）

か
た
御
所
さ
ま
へ
、
ま
い
ら
せ
入
候

ん
す
る
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
て
候
へ
と

も
、
な
に
や
ら
ん
」
心
ひ
ま
も
候

て
、
う
ち
過
ま
い
ら
せ
候
ほ
と
に
、
う
つ
ゝ
な

く
候
へ
と
も
、
し
き
ろ
う
を
ま
い
ら
せ
入
候
よ
し
、
御
心
え
候
て
御
申
候
て
給
候
へ

く
候
、

　
（
捻
封
墨
引
）
く
な
い
き
や
う
殿
申
給
へ　
　
　
　
　
　

か
ん

⑦　

某
女
房
奉
書
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
8
紙
紙
背

御
あ
ら
ま
し
の
御
か
う
、
夕
か
た
御
き
ゝ
あ
は
せ
を

し
ま
し
候

ん
す
る
、
い
か

や
う
に
も
／
御
ま
い
り
候
御
事
に
て
候

ゝ
、
／
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
ら
れ

候
へ
く
候
、
又
ち
ん
一
色
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
」

ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ

ら
れ
候
へ
く
候
、
た
ゝ
一
色
の
御
事
に
て
候
よ
し
、
申
と
て
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）　

た
れ
に
て
も
申
給
へ

⑧　

中
屋
定
綱
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
9
紙
紙
背

「（
端
裏
ウ
ハ
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋
与
次
郎

　
（
捻
封
墨
引
）　

高
木
弥
大
郎
殿　

ま
い
る　

御
宿
所　

 

定
綱
」

先
刻
者
為
御
使
御
出
之
由
候
、
罷
出
不
懸
御
目
、
口
惜
敷
存
候
、
仍
御
能
之
儀
被
仰

出
候
、
則
渋
谷
与
次
郎
方
へ
書
状
遣
処
、
如
此
返
事
仕
候
間
、
可
然
様
御
取
合
肝
要

候
、
尤
被
祗
候
可
申
上
候
へ
共
、
急
用
之
子
細
候
て
、
只
今
又
罷
出
候
間
、
乍
恐
以

書
状
申
入
候
、
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

三
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
綱
（
花
押
）
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⑨　

某
女
房
奉
書
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
10
紙
紙
背

文
け
さ
ん
に
入
候
て
候
、
御
く
わ
ゐ
し
な
を
し
候
て
ま
い
り
候
、
御
心
え
候
よ
し
申

と
て
候
、
ま
こ
と
に
／
け
ふ
の
め
て
た
さ
／
を
な
し
御
事
に
て
候
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）　

御
返
事
ま
い
る

⑩　

某
（
宗
山
等
貴
カ
）
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
11
紙
紙
背

（
前
紙
欠
ク
）
以
外
深
雨
候
、
思
ひ
絶
候
事
候
、
無
念
候
、
明
日
就
申
沙
汰
、
拙
子

も
参　

内
之
事
候
、
旁
以
忩
々
事
候
、
あ
は
れ
〳
〵
、
ふ
と
光
賁
候
て
、
積
話
申
度

候
、
只
御
片
思
候
、
一
笑
〳
〵
、
明
日
風
流
候
へ
き
と
て
候
、
可
有
御
見
物
候
哉
、

あ
ま
り
に
御
疎
遠
之
間
令
啓
候
也
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
亜（

三
条
公
頼
）

相
公　

進
覧
之
候　
　
　
　
　
　
　
　

再

⑪　

堯
空
〈
三
条
西
実
隆
〉
勘
返
三
条
公
頼
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
12
紙
紙
背

此
詠
草
、
可2

＊

然
之
様
被
加
御
言
給
候
者
、
可
為
祝
着
候
、
昨
日
者
御
懇
之
仰
、
誠
以

喜
悦
候
、
旁
以
参
可
申
入
候
、
一
紙
憚
多
候
、」

　
（
切
封
墨
引
）

　
　
　

西（
三
条
西
実
隆
）

殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
）頼

　

＊
1
御

　

＊
2�

加
拝
見
、
返
進
之
候
、
を
ろ
か
な
る
身

た
の
も
し
な
ら
て

、
心
叶
候

ぬ
歟
と
存
候
、
如
何
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堯（
三
条
西
実
隆
）

空

⑫　

三
条
西
公
条
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
13
紙
紙
背

只
今
是
よ
り
申
入
候

ん
す
る
と
存
候
つ
る
に
、
芳
問
為
悦
候
、
誠
去
夜

ち
か
比

興
彼
声
わ
す
れ
か
た
さ
に
て
も
、
い
ま
ち
と
さ
ふ
ら
ひ
候
へ
き
を
、
事
外
夜
ふ
け
候

つ
る
間
、
罷
帰
候
、
鼻
と
も

あ
ま
り
な
る
体
に
て
を
か
し
く
候
、
事
外
沈
酔
候
つ

＊
1

る
、
返
々
申
計
な
く
慰
ま
い
ら
せ
候
て
、
祝
着
候
、
西（

公
順
）室

同
御
言
伝
申
聞
候
、
心
得

候
て
可
申
之
由
申
候
、
旁
期
参
上
候
、
か
し
く
、
／
懸
物
給
候
了
、
返
々
近
比
の
一

興
候
、
か
し
く
、
／
家（

三
条
実
香
）

公
へ
も
能
々
申
入
ら
れ
候
て
給
へ
く
候
、
別
に
申
候

ん
す

れ
と
も
、
た
の

存
候
、」

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

⑬　

三1
＊

条
西
公
条
勘
返
三
条
公
頼
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
14
紙
紙
背

一
昨
日
者
、
近
比
難
忘
存
候
、
仍
此
一
本
只
今
見
来
候
間
、
進
入
候
、
旁
与
風
期
参

上
存
候
、
穴
賢
々
々
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
御
方
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三

頼条
）

　

＊
1
勘
申
恐
入
候
、

　

＊
2
拝
顔
本
望
候
、

　

＊
3
あ
ら
〳
〵
祝
着
候
や
、
殊
今
日
所
用
事
候
に
、
返
々
無
申
計
候
、

　
　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

⑭　

三
条
西
公
条
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
15
紙
紙
背

夜
前

参
申
候
、
御
歓
楽
の
由
、
心
も
と
な
く
存
候
、
今
朝

い
か
ゝ
わ
た
ら
せ
給

候
哉
、
御
／
養
生
肝
要
候
、
源
氏
今
日
読
申
仕
候
キ
、
／
何
時
に
て
も
、
御
参
の
す

き
に
う
け
給
候
て
、
参
候
て
読
申
仕
へ
く
候
、」
御
延
引
候
へ
き
か
な
と
御
沙
汰
候

つ
れ
共
、
一
度
の
事

参
候
へ
き
よ
し
申
て
候
、
何
時
も
う
け
給
へ
く
候
、
返
々
心

も
と
な
く
／
存
候
、
能
々
御
養
生
あ
る
へ
く
候
、
旁
可
参
申
候
、
か
し
く
、

　
（
結
封
墨
引
）
ア
カ
御
方
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

⑮　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
16
紙
紙
背

よ
へ

ふ
た
〳
〵
申
候
、
う
つ
ゝ
な
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
又
こ
の
ふ
た
枝
給
候
、

あ
ら
〳
〵
御
う
れ
し
や
、

事
さ
な
か
め
〳
〵
い
り
ま
い
ら
せ
候
、」
ま
つ
〳
〵
御

＊
2

＊
3
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ひ
た
ゝ
れ
の
事
、
よ
へ
よ
き
つ
い
て
候
つ
る
ほ
と
に
、
思
ひ
き
り
候
て
、
御
さ
も
し

へ
よ
く
〳
〵
申
て
候
へ

、」
や
す
き
〳
〵
御
事
に
て
候
ほ
と
に
、
ひ（

高
倉
永
家
）

や
う
へ
の
／

か

に
た
つ
ね
て
、
や
か
て
〳
〵
ま
い
ら
せ
候
へ
き
よ
し
申
さ
れ
候
、
□
す
〳
〵
御

う
れ
し
さ
□
□
か

に
物
を
た
ひ
候
よ
り
□
の
□
し
く
候
て
、
申
つ
く
し
か
た
く

候
、」
□
の

□
か

申
も
い
か
ゝ
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
て
、
こ
大
夫
に
も
聞
へ

候
て
申
さ
せ
候
、
よ
く
〳
〵
心
え
御
行
候
ほ
と
に
、
御
う
れ
し
さ
／
□
□
も
し
に
お

ほ
せ
事
候
て
、
よ
く
□
□
候
へ
く
候
、
□
て
た
き
事
や
か
て
申
候
へ
く
候
、」
た
ひ

〳
〵
に
も
ま
い
ら
れ
候
へ
き
ほ
と
に
、
ひ
や
う
へ
の
か

に
よ
く
〳
〵
□
□
お
ほ
せ

事
候
へ

よ
く
候
、
□
し
つ
な
申
さ
れ
候

ゝ
可
然
候
、
□
□
つ
け
候
ほ
と
に
た
つ

ね
ま
い
ら
せ
ら
れ
候

ゝ
、
御
心
え
候
て
□
□
し
ま
し
い
て
ま
い
ら
せ
候
つ
る
よ
し

申
て
候
へ

、
ひ
や
う
へ
の
か

に
た
つ
ね
申
候
て
、
ま

（
×
申
）い

ら
せ
候
へ
き
よ
し
」
申

さ
れ
候
ほ
と
に
、
か
な
し
さ
ひ
や
う〔

へ
脱
〕

の
か

の
い
□
ん
□
ほ
う
た
い
や
か
て
〳
〵
い

て
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
ま
つ
御
さ
た

候
ま
し
く
候
、」
御
心
へ
に
て
御
入
候
へ

く
候
、
返
々
文
給
候
ま
て
も
候

す
候
、
さ
り
な
か
ら
文
給
候
て
も
よ
く
候
へ
き
や

ら
ん
、
め
て
た
く
心
や
す
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
ほ
と
に
、
ひ
や
う
へ
の
か

の
」
か

た
へ
御
さ
も
し
へ
お
ほ
せ
事
候
ほ
と
に
、
□
ち
ゝ
に
て
も
し
ま
の
御
所
に
て
も
、
三

く
い
て
候
ほ
と
に
、
御
心
え
候
て
と
、
な
い
き
に
て

ゝ
を
御
う
ち
候
て
、
よ
く
御

入
候
事
候
、
さ
や
う
の
計

さ
ら
〳
〵
候

し
も
、
も
と
よ
り
も
い
て
候
、
し
ま
の

御
所
に
て
も
、
三
く
候
ま
し
く
候
、
／
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
御（

三
条
公
頼
）

か
た
御
所
へ
申
給
へ

⑯　

某
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
17
紙
紙
背

一
日
の
も
の
ゝ
の
こ
り
ほ
し
く
候
、
こ
の
物
に
給
候

ゝ
、
御
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、

御
な
か
〳
〵
し
く
候
や
〳
〵
、
又
な
に
も
し4
せ
ん
候
よ
う
も
た
ち
候
へ
く
候
、
た
の

ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
ひ
も
し
へ
ま
い
ら
せ
候

・

⑰　

勧
修
寺
尹
豊
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
18
紙
・
19
紙
紙
背

寔
去
夜
者
御
心
静
に
本
望
存
候
、
仍
此
一
本
見
事
さ
祝
着
驚
目
候
よ
し
、
能
々
心
得

候
て
、」
可
申
入
由
申
候
、
必
々
又
与
風
以
参
申
入
候
へ
く
候
、
取
乱
い
か
ゝ
申
入

候
哉
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
御
返
事　

申
さ
せ
給
へ　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　

⑱　

勧
修
寺
尹
豊
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
20
紙
紙
背

昨
日
者
見
事
の
花
一
段
畏
入
候
、
さ
て
は
一
日
申
候
下
草
、
ふ
る
く
候
へ
共
、
進
之

候
、
た
て
ら
れ
候

ん
哉
、
何
さ
ま
ふ
と
参
候
て
、
一
両
日
中
に
仕
へ
く
候
、
返
々

ふ
る
く
候
て
、
い
か
ゝ
候
へ
共
、
先
ま
い
ら
せ
候
、
か
た
〳
〵
／
御
身
つ
か
ら
を

し
／
候
程
に
、
御
返
事
ま
て
も
な
く
候
、
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
万
阿
ま
い
る
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　

⑲　

勧
修
寺
尹
豊
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
21
紙
紙
背

夜
前
者
懸
御
目
候
、
畏
入
候
、
仍
御
や
く
そ
く
の
花
、
も
し
〳
〵
御
余
分
御
座
候
へ

き
歟
、
然
者
申
請
度
候
、
た
の

〳
〵
入
存
候
、
／
今
朝
も
方
々
き
り
に
罷
候
へ
共
、

な
く
候
、
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
万
阿
ま
い
る
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　

⑳　

公
忠
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
22
紙
紙
背

　
　
　

巻
破
に
て
御
入
候
、

只
今
者
祗
候
仕
候
て
、
祝
着
存
候
、
仍
内
々
申
入
候
今
夕
之
当
座
進
入
候
、
明
日
に

て
も
明
後
日
に
て
も
候
へ
、
あ
そ

さ
れ
候
て
、
被
下
候

ゝ
、
可
為
畏
悦
候
、
可

然
様

御
披
露
所
仰
候
、
尚
々
」
参
可
申
候
へ
共
、
以
折
紙
申
入
候
也
、

　
　

七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
忠

　

高
木
殿
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㉑　

大
炊
御
門
経
名
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
23
紙
紙
背

　
　
　

尚
々
早
々
貴
札
拝
見
、
祝
着
候
、

如
仰
改
年
之
御
慶
珍
重
候
、
早
々
預
御
音
信
候
、
尤
本
望
候
、
今
春
者
細
々
必
以
参

万
可
申
候
、
円
珠
院
他
行
事
候
、
罷
帰
候
者
、
御
言
伝
候
由
、
可
」
申
聞
候
、
先
々

元
日
不
参
無
念
此
事
候
、
祝
朔
申
旧
候
、
歓
楽
計
に
て
罷
過
候
や
う
に
候
、
迷
惑
過

御
察
事
候
、
猶
々
期
参
賀
候
へ
く
候
也
、

　
　

九（
正
月
）日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経（
大
炊
御
門
）

名　

㉒　

三
条
西
公
条
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
24
紙
紙
背

芳
翰
薫
読
為
悦
候
、
系
図
一
巻
、
慥
給
候
了
、
次
則
進
入
候
、
仍
明
日
御
会
／
誠
可

参
心
中
候
、
さ
り
な
か
ら
／
彼
十
首
い
ま
た
吟
味
を
得
候

ぬ
、
此
間
と
か
く
候
て

無
沙
汰
候
間
、」
又
例
の
当
座
に
て
さ

る
へ
き
間
、
明
日

難
参
候
、
体
に
し
た

か
い
候
て
、
晩
頭
参
候
へ
く
候
、
／
返
々
無
念
候
、
西（

公
順
）室

に
御
言
伝
の
よ
し
申
候
、

御
念
比
に
か
し
こ
ま
り
入
候
、」
さ
り
な
か
ら
昨
日
人
の
さ
そ
ひ
候
つ
る
程
に
、
ま

か
り
候
事
に
て
候
よ
し
申
候
、
返
々
御
懇
祝
着
給
よ
し
可
申
候
由
申
候
、
旁
期
面
候

也
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

㉓　

詠
草
土
代　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
25
紙
紙
背

月
照
草
花

（
以
下
書
カ
ズ
）

㉔　

持
明
院
基
規
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
26
紙
紙
背

寔
肇
年
之
嘉
祥
珍
重
々
々
、
猶
以
不
可
有
休
期
候
、
元
日

者
且
面
拝
、
祝
着
存
候
、

将
又
明
日
連
歌
之
儀
、
当
番
候
条
、
旁
以
延
引
仕
候
、
今
日
以
参
賀
可
申
入
候
間
、

可
令
申
心
中
候
処
、
御
懇
之
儀
、
畏
存
候
、」
竹（

貞
敦
親
王
）

園
へ
三
日

参
候
間
、
以
参
賀
可

申
候
処
、
夜
深
候
間
、
無
其
儀
候
、
今
日
必
以
参
賀
可
申
入
候
也
、

　
　

七（
正
月
）日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基（
持
明
院
）

規　

　

回
鱗　

人
々
御
中

㉕　

富
小
路
氏
直
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
27
紙
紙
背

　
　
　

尚
々
御
懇
被
仰
下
候
、
畏
存
之
由
、
能
々
被
申
入
候
者
所
仰
候
、

御
書
畏
奉
候
、
誠
先
日
之
後
者
、
不
能
祗
候
候
、
御
床
敷
存
候
、
昨
夕
者
甘（

甘
露
寺
伊
長
）

庭
に
て
、

一
足
仕
候
事
候
、
近
日
可
祗
候
之
心
中
候
、
仍
明
月
御
会
十
四
日
御
張
行
、
可
祗
候

之
由
、
内
々
被
仰
候
、
千
万
乍
斟
酌
、」
先
御
題
預
置
候
、
被
寄
思
召
候
て
、
過
分

之
至
候
、
旁
以
参
上
可
申
入
候
、
此
由
可
預
御
披
露
候
、

　
　

八
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏（
富
小
路
）
直
上

　

嶋
守
殿

㉖　

三
条
西
公
条
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
28
紙
紙
背

系
図
一
巻
進
候
、
安
間
事
に
候
、
仍
大
河
辺
、
古
今

よ
し
の
ゝ
お
ほ
か
は
の
へ
と

候
、
／
此
分
と
覚
悟
候
、
誠
先
日

鞍
馬
／
花
ち
か
比
の
事
候
、
御
酒
迎
内
々
相
待

存
候
処
、」
無
念
候
キ
、
旁
期
参
上
候
、
聊
故
障
事
候
間
、
如
何
申
入
候
哉
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

㉗　

三
条
公
頼
書
状
土
代　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
29
紙
紙
背

以
前
不
慮
面
会
之
後
、
可
申申通
候
之
処
、
無
其
事
打
過
候
、
背
本
意
候
、
雖
無
指
題

目
、
細
々
可
申
通
之
条
、
可
為
本
懐
候
、
就
中
軽
些些
之之
至
、
雖
憚
入
候
、
薫
物
十
具

進
之
候
、
心
事
猶
期
後
便
候
也
、
謹
言
、

　
　

十
月
六
日

　
　
　

松（
兼
玄
）岡

寺
御
房

〻
〻

〻
〻
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㉘　

勧
修
寺
尹
豊
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
30
紙
紙
背

昨
日
者
御
無
念
、
然
者
今
日
可
御
供
申
候
、
供
御
過
候
て
、
や
か
て
可
参
候
、
御
用

意
候
て
、
可
有
御
待
候
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
大（

森
盛
時
）

輔
殿
ま
い
る
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　

㉙　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
31
紙
紙
背

左（
飛
鳥
井
雅
綱
ヵ
）

金
吾
会
候
て
、
済（

姉
小
路
）

俊
罷
出
候
ら
ん
、
其
外
人
数
五
人

か
り

あ
り
ぬ
へ
う
候
ほ

と
に
、
必
兵
衛
佐
を
被
催
候
可
然
候
歟
、
こ
れ
も
ま
か
り
出
候
事
候
や
ら
ん
、
住
心

に
も
申
度

／
候
へ
と
も
、
程
遠
く
候
間
、
無
益
候
哉
、
慈
も
し
帰
寺
以
前
今
一
度

と
申
事
候
、
あ
な
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
御
返
事
□

〔
ま
〕い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

㉚　

某
（
宗
山
等
貴
ヵ
）
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
32
紙
紙
背

夜
部

以
外
沈
酔
、
無
正
体
候
な
か
ら
祝
着
候
、
仍
御
隙
候
者
、
唯
今
可
有
来
臨
候
、

言
捨
興
行
候
、
大（

持
明
院
基
規
）

蔵
卿
参
候
へ
く
候
、
ち
と
可
被
催
候
歟
、
猶
々
早
々
可
有
御
出
候
、

待
存
候
、
遅
々
候
者
、
其
曲
候
ま
し
く
候
、
暑
に
散
々
式
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
御
方
進
之
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再

㉛　

堯
空
〈
三
条
西
実
隆
〉
勘
返
三
条
公
頼
書
状
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
33
紙
紙
背

　
　
　

折
紙
之
式
憚
多
存
候
、

此
間
者
不
申
入
候
、
慮
外
候
、
仍
此
瓦
礫
可
然
之
様
、
可
得
御
意
候
、
旁
近
日
期
参

入
存
候
也
、

　
　

廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三

頼条
）　

　

西（
三
条
西
実
隆
）

殿　

　

＊
1�

其
事
候
、
此
御
詠
、
何
所
之
詠
候
哉
、
急
事
候
歟
、
何
も
お
も

し
く
も
存

候

ぬ
、
今
ほ
と
可
申
入
候
、
御
□
吟
候
哉
、
如
何
、
対
客
□
□
□
候
、

＊
1

＊
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
2
堯（

三
条
西
実
隆
）

空

㉜　

今
出
川
公
彦
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
34
紙
紙
背

そ
の
ゝ
ち
は
久
し
く
け
さ
む
に
も
入
候

て
御
ゆ
か
し
く
候
、
／
さ
て
は
ま
た
お
ほ

し
め
し
／
よ
り
候

ぬ
事
に
て
候
か
、
も
し
〳
〵
御
こ
し
か
た
な
御
さ
し
合
／
候

す
は
、
二
三
日
の
と
う
り
う
か
し
給
候

ゝ
、
御
う
れ
し
く
候

ん
す
る
、
た
ゝ
い

ま
し
水
の
く
わ
ん
お
ん
へ
思
ひ
よ
り
候

す
人
か
さ
そ
ひ
候
ま
ゝ
い
て
候
、
返
々
御

む
し
ん
な
る
／
事
と
も
に
て
候
て
、
■
■
■
■
御
さ
し
あ
ひ
候

ゝ
、
く
る
し
か
ら

す
候
、
御
た
の

入
ま
い
ら
せ
候
、
か
た
〳
〵
面
期
存
候
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
） 　

三御
方

条
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
今
出
川
）

彦　

㉝　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
35
紙
紙
背

け
さ
の
し
も
に
御
や
く
そ
く
の
御
つ
け
こ
し
ら
へ
さ
せ
候
、
く
御
も
た
せ
ら
れ
候
、

御
ま
い
り
候
へ
く
候
、
た（

高
倉
範
久
カ
）

か
く
ら
も
御
し
や
う
は
ん
の
／
事
申
さ
れ
候
事
に
て
候
、

か
し
く
、
御（

三
条
実
香
）

所
よ
り
も
よ
く
〳
〵
申
と
て
候
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
御（

三
条
公
頼
）

か
た
御
所
へ
ま
い
る

㉞　

伏
見
宮
貞
敦
親
王
ヵ
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
36
紙
紙
背

何
事
の
御
ほ
と
候
と
、
御
床
し
く
存
候
、
お
も
し
ろ
き
御
事
候

ぬ
や
ら
ん
、
い
つ

ま
て
／
楊
弓
な
と
仕
候
事
候
／

ん
す
ら
ん
、
な
に
と
哉
ら
ん
打
過
候
事
候
て
、
口

惜
存
候
、
近
日
ち
と
」
帳

〔
張
〕行

可
仕
候
、
仍
先
日
申
候
法
花
経
一
巻
、
其
方
へ
返
上
候

由
、
被
仰
候
間
、
返
進
之
候
、
又
三
巻
借
可
給
候
、
／
又
東
山
辺
へ

御
出
候

ぬ

事
候
や
、
御
用
事
候

ゝ
、
崕

〔
涯
〕分

奉
公
可
仕
候
、
道
芝
の
露
ふ

分
る
」
道
も
お
も

し
ろ
く
存
候
、
か
た
〳
〵
け
さ
ん
を
こ
し
入
存
候
、
返
々
三
巻
此
者
借
給
候
へ
く
候
、

か
し
く
、」

　
　
　
　
　
（
切
封
墨
引
）

（
公
頼
）

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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御
方
三（

三
条
公
頼
）

も
し
ま
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹（
貞
敦
親
王
カ
）

　
　

㉟　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
37
紙
紙
背

只
今
下
向
候
て
、

ま
い
ら
せ
候
、
猶
御
案
候
へ
く
候
、
御
帰
を
こ
し
ま
い
ら
せ
候
、

手
凍
如
何
申
候
哉
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
御
返
事
ま
い
る

㊱　

某
女
房
奉
書
（
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
38
紙
紙
背

こ
の
二
色
ゆ
め
〳
〵
し
く
御
入
候
へ
と
も
、
お
り
ふ
し

へ
ま
い
ら
せ
候
ほ
と
に
、

御（
三
条
公
頼
）

か
た
御
所
さ
ま
よ
り
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
よ
し
申
と
て
候
、
御
心
え
候
て
、
御
申
入

候
へ
く
候
、
か
し
く
、

㊲　

勧
修
寺
尹
豊
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
39
紙
紙
背

（
前
紙
欠
ク
）
入
夜
候
、
我
々
も
此
一
両
日
以
前
よ
り
、
又
足
う
つ
き
候
て
、
一
向

散
々
式
候
、
昨
日
番
に
も
や
う
〳
〵
祗
候
候
程
に
、
乍
存
今
夜
な
と

難
御

ほ
う
た
い
に
可
申
候
、
又
先
度
者
御
状
下
草
給
候
、」

御
鞠
見
物
申
候
事
に
て
候
、
か
た
〳
〵
以
参
可
申
入
候
、
取

乱
い
か
ゝ
申
入
候
哉
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尹（
勧
修
寺
）

豊　

㊳　

姉
小
路
済
俊
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
40
紙
紙
背

昨
夕
御
書
の
折
ふ
し
客
来
の
事
候
て
、
御
返
事
申
入
候

ぬ
、
背
本
意
存
候
、」
ま

つ
〳
〵
今
日
講
師
の
事
仰
事
候
、
此
間
し
ろ
し
め
し
候
こ
と
く
、
事
外
か
い
き
を
仕

候
て
、
し
は
ふ
き
」
を
仕
候
間
、
声
も
出
候
ま
し
く
候
、
か
た
〳
〵
／
先
し
ん
し
や

く
に
存
候
、
更
々
自
由
に
あ
ら
す
候
、
誰
々
に
も
仰
事
候

ゝ
、
可
然
存
候
よ
し
申

給
へ
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
よ
へ
の
御
返
事
ま
い
る　

誰
に
て
も
申
給
へ　

済（
姉
小
路
）

俊　

㊴　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
41
紙
紙
背

お

し
候
や
ら
ん
、
御
返
事
な
か
ら
御
文
く
わ
し
く
見
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
う
れ
し

く
覚
さ
せ
を

し
ま
し
候
、
ま
つ
〳
〵
た
の

〳
〵
」
入
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
き
ゝ

ま
ほ
し
く
思
ま
い
ら
せ
候
て
、
又
申
入
候
、
ま
こ
と
に
〳
〵
御
み
ゝ
か
し
ま
し
く
」

申
候
て
、
御
は
つ
か
し
く
か
な
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
御
う
へ
の
か

さ
ま
へ
も
、

／
ひ
ん
な
く
か
ら
よ
き
や
う
に
御
申
候
て
給
候

ゝ
、
猶
々
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い

ら
せ
候
へ
く
候
、
ま
い
り
て
申
た
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
て
も
、
さ
た
め
て
」
か

さ
ま

御
す
へ
り
の
御
事
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
ほ
と
に
、
御
文
に
て
申
入
候
、
御
ひ
し
〳
〵

の
御
事
と
お
し
は
か
り
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
し
や
の
こ
う
ち
よこり

　
（
結
封
墨
引
）
くた

れ
に
て
も
御
申

な
い
き
や
う
の
□
□
へ

㊵　

あ
さ
つ
ね
書
状　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
紙
42
紙
・
43
紙
紙
背

あ
ら
た
ま
り
候
春
の
し
る
し
も
こ
と
に
す
く
れ
さ
せ
を

し
ま
し
候
て
、
御
心
の

ま
ゝ
な
る
事
と
も
に
候
、
数
々
御
ゆ
わ
ゐ
事
な
ら
す
お
ほ
え
さ
せ
を

し
ま
し
候
こ

と
に
候
、
わ
か
き
み
さ
ま
い
て
」
き
さ
せ
を

し
ま
し
候
て
、
御
は
ん
し
や
う
の
事

と
、
な
を
〳
〵
ゆ
わ
ゐ
の
ま
い
ら
せ
候
、
ひ
ん
な
か
ら
御
心
へ
て
う
え
さ
ま
へ
よ
く

〳
〵
御
ひ
ろ
う
候
て
給
候
へ
く
候
、
く
る
し
か
ら
す
候

ゝ
、
た
く
ひ
も
御
入
候
ね

と
も
、
く
す
十
、・
あ
め
お
け
二
ツ
、
ま
い
ら
せ
入
候
、
か
ま
へ
て
〳
〵
」
あ
ま
り
に

ゆ
め
〳
〵
し
く
御
入
候
へ
と
も
、
こ
の
ひ
ん
き
い
そ
き
／
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、
ま
い

ら
せ
入
候
、
御
か
た
ひ
ん
き
と
御
申
入
候
へ
く
候
、
又
そ
れ
さ
ま
へ
こ
ん
か
う
三
そ

く
ま
い
ら
せ
候
、
返
々
〳
〵
う
へ
さ
た
く
ら
へ
御
れ
い
申
入
た
く
候
て
、
ま
つ
〳
〵

一
ふ
て
申
候
、
ま
ゆ
つ
く
り
の
へ
も
進
候
に
て

御
う
た
て
し
く
候
、
か
し
く
、」

か
し
く
、

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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（
切
封
墨
引
）

　
　

く
な
い
□

〔
き
〕や

う
殿
へ
ま
い
る
へ
く
候　
　
　
　
　
　

あ
さ
つ
ね

㊶　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
44
紙
紙
背

昨
日

被
寄
思
召
御
懇
之
御
書
、
過
分
さ
打
か
た
く
／
と
り

た
し
候
、
ま
い
ら
せ

候
た
よ
り
に
も
／
く
り
返
し
〳
〵
て
も
、
お
も
し
ろ
や
あ
り
か
た
や
と
」
再
三
薫
読

仕
候
、
如
仰
此
間
者
何
と
哉
ら
ん
御
疎
遠
さ
慮
外
な
か
ら
／
其
こ
と
ゝ
も
候

ね

、
細
々
参
入
仕
候
事
も
候

て
、
何
か
と
罷
過
候
、」
今
更
無
念
さ
後
悔
此
事
候
、

仍
我
等
在
国
の
事
お
ほ
し
め
し
も
よ
ら
れ
候
ま
し
き
、
ふ
と
罷
下
候
へ
き
よ
り
国
よ

り
申
上
候
間
、
力
な
く
其
分
候
、
近
日
母
に
て
候
者
歓
楽
」
仕
候
よ
し
申
候
之
間
、

何
と
□
□
の
か
れ
か
た
さ
迷
惑
さ
過
御
推
量
候
、
昨
日
今
日
中
ふ
と
し
た
る
事
候

間
、
か
ね
て

」
き
こ
し
め
し
候
事
も
御
入
候
ま
し
き
、
我
等
さ
へ
ふ
と
し
た
る
や

う
に
て
、
俄
に
馳
走
仕
候
、」
ま
こ
と
に
此
間

自
他
御
等
閑
な
く
申
承
候
、
本
望

候
、
乍
去
あ
ま
り
自
由
過
た
る
事
の

に
て
、」
狼
籍
者
に
お
ほ
し
め
し
候

ん
す

る
と
迷
惑
此
事
候
、
や
か
て
罷
上
候
て
申
入
候
へ
き
、
其
時
も
于
今
不
相
替
」
無
御

等
閑
御
目
を
か
け
ら
れ
候

ゝ
、
弥
過
分
か
た
し
け
な
く
存
候
へ
く
候
、
い
か
さ
ま

今
日
御
暇
乞
に
参
し
候
て
」
猶
々
申
入
候
へ
く
候
、
取
乱
ま
い
ら
せ
候
間
、
書
状
之

式
い
か
ゝ
申
入
候
哉
、
其
恐
不
少
候
、
昨
日
ハ
暮
候
間
、
御
返
事
」
不
申
入
候
キ
、

是
又
慮
外
背
本
意
存
候
、
旁
期
面
拝
存
候
由
、
可
預
御
披
露
候
、
か
し
く
、

　
（
結
封
墨
引
）
昨
日
の
御
返
事
御
披
露

 　
　
　

□
□

㊷　

三
条
公
頼
扇
子
副
状
土
代　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
45
紙
紙
紙
背

大
永
第
六
小
春
朔
、
於
万
里
小
路
中（

秀
房
）納

言
亭　

若（
知
仁
親
王
）

宮
御
方
御
対
面

御
盃
頂
戴
之

後
、
以被

下此
扇
子
、
被
下
叶
円
法
印
近
日
十
一
面
観
音
像
作
進
之
故
也
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亜（
三
条
公
頼
）

三
台
藤
原　
　

記
之

叶
円
法
印
、

〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻

㊸　

三
条
西
公
条
勘
返
三
条
公
頼
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
46
紙
紙
背

此
間
者
積
念
以
外
候
、
何
等
事
共
御
渡
候
哉
、
御
疎
遠
口
惜
候
、
将
又
」
無
心
申
事

候
へ
共
、
前
年
申
請
候
し
西（

公
順
）室

と
の
ゝ
御
筆
候
哉
、
古
今
集
少
間
」
申
度
候
、
可
為

如
何
候
哉
、
田
舎
よ
り
さ
り
か
た
く
／
申
候
間
、
迷
惑
な
か
ら
存
し
た
ち
候
、
其
後

目
所
労
旁
以
迷
惑
候
、
先
日
一
巻
い
か
に
も
み
え
候

ね
共
、
先
」
所
々
う
つ
し
候
、

何
と
も
み
え
候

て
、
を
か
し
く
候
、
旁
以
面
謁
可
申
述
候
、
返
々
集
事
憑
存
し
候
、

か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
御
方
申
せ
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
）頼　

＊
1
同
心
申
候
、

＊
2�

只
今
書
写
候
と
て
、
本
に
用
候
間
、
難
進
候
、
所
用
過
候
者
、
如
何
様
可
進

候
、

＊
3�

勘
申
候
、
如
何
存
候
、
先
日
尊
閤
よ
り
一
冊
借
給
候
、
祝
着
存
候
、
旁
参
申

候
へ
き
由
、
乍
恐
申
入
度
候
、

＊
4
連
々
御
沙
汰
可
然
候
、

＊
5
察
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公（
三
条
西
）

条　

㊹　

三
条
公
頼
御
教
書
土
代　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
47
紙
紙
背

就
高（

越
中
国
新
川
郡
）

野
庄
之
儀
、
御
下
知
事
、
雖

相
付
候
、
若
守
護
方
不
申
御
請
候
者
、
不
可
有

其
曲
候
間
、
内
儀
慥
被
巡
調
法
候
哉
之
由
承
候
、
遊
佐
被
官
人
戸富
田
聊
申
通
事
候
間
、

以
彼
者
被
申
候
之
処
、
於
被
成
御
下
知
者
、
遵
行
打
渡
等
事
、

無
相
違
可
申
調
之

由
、
河（

遊
佐
）内

守
返
答
之
旨
、
以具

申
送
候
、
然
間
可
被
成
御
下
知
之
条
、
併
可
為
簡
要
候
、

以
此
旨
可
然
之
様
、
御
披
露
可
被
祝
着
申
之
由
、
可
申
旨
候
、

＊
1

＊
2

＊
3

＊
4

＊
5

被

〻

〻
〻

　
　
（
畠
山
植
長
）

申
聞
尾
張
守

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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㊺　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
48
紙
紙
紙
背

両
日
相
隔
候
ヘ

、
千
万
日
隔
申
候
心
中
、
二
千
句
之
間
、
ち
と
な
に
か
と
心
中
有

増
候
て
、
会
解4
忩
候
、
無
念
候
、」
今
日
可
有
光
臨
候
者
所
期
候
、
殊
重
宝
可
賜
之
由
、

御
言
伝
一
段
期
申
候
、
尚
々
昨
日
一
日
候
哉
、
不
能
拝
顔
候
へ

一
段
積
候
事
候
、」

必
々
面
談
期
申
候
、
昨
日
者
播
州
之
儀
、
内
々
告
申
候
、
国
儀
／
い
ま
た
同
篇
之
内
、

い
さ
ゝ
か
在
庄
之
義
申
付
候
や
う
な
る
か
、
色
を
付
候
分
候
間
、
年
中
先
候
へ
き
覚

悟
候
て
、
又
罷
下
候
へ
き
よ
し
申
候
事
候
、
先
力
を
得
候
事
候
、
条
々
期
面
候
、
か

し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
御
方
参

㊻　

某
（
宗
山
等
貴
カ
）
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
49
紙
紙
背

夜
前
者
、
御
局
御
暇

て
も
申
度
候
ヘ

、
上
臈
む
か
ひ
か
て
ら
に
、
ふ
と
音
信
／

申
候
は
ゝ
や
な
と
、
／
内
々
有
増
存
候
処
、
来
臨
候
ほ
と
に
、
只
」
そ
と
の
や
う
に

存
候
て
、
参
候
つ
れ

、
歴
々
も
こ
と
に
数
盃
一
身
／
被
責
候
、
御
物
語
に
も
不
及

候
、
酔
気
こ
と
に
〳
〵
正
体
候
□
て
、
迷
惑
な
と
」
□
候
へ
き
や
う
も
な
く
候
、
今

朝
散
々
事
候
、
い
か
ゝ
皆
々
入
見
参
候
、
本
望
候
、
御
咳
気
如
何
と
こ
れ
か
れ
の
心

中

て
、
参
候

や
な
と
」
存
候
処
、
好
事

て
却
而
御
出
候
、
満
足
候
、
毎
度
其

方

て

、」
以
外
沈
酔
さ
せ
ら
れ
候
、
こ
り
は
て
候
へ
共
、
こ
り
も
候

ぬ
事
候
、

上
戸
と
思
食
候
哉
、
近
比
〳
〵
う
つ
ゝ
な
く
」
東
向
へ
も
見
参
に
入
候
、
御
め
つ
ら

し
く
候
、
よ
く
〳
〵
申
度
候
、
権（

勧
修
寺
尚
子
）

典
侍
殿
久
し
く
」
御
所
に
も
御
祗
候
候

ぬ
と
て

候
、
い
か
ゝ
し
た
る
事
候
哉
、
不
可
然
候
由
、
ち
と
申
さ
れ
候
へ
く
候
よ
し
、
申
度

候
、
出
物
の
申
状
お
か
し
く
候
、」
猶
々
御
気
よ
き
事
目
出
候
、
今
日
こ
し
申
候
、

一
対
へ

御
言
伝
家
公
へ
令
申
候
」
な
か
ら
、
尚
も
よ
く
〳
〵
申
度
候
、
公
儀
御
取

合
憑
申
候
よ
し
申
度
候
、
姫
宮
わ
ろ
さ
御
む
つ
か
し
く
、
な
〳
〵
」
千
尽
事
に
候
、

乍
去
御
ま
う
け
候

ん
す
る
、
又
か
い
し
き
に
て
候
ほ
と
に
、
ま
め
に
思
食
候
へ
き

事
に
て
候
、
お
か
し
く
候
、
早
破
〳
〵
、
か
し
く
、

〔

〕

　
（
結
封
墨
引
）
御
方
進
覧
之
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再　

㊼　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
50
紙
紙
背

今
日
御
遊
山
之
儀
、
御
供
可
申
候
、
然
者
老
父
も
遊
山
に
御
供
可
申
候
由
申
候
、
く

御
過
候
て
、
其
方
へ
可
参
候
、」
早
々
御
用
意
候
て
、
可
有
御
待
候
、」
此
間
同
道
衆

な
く
候
、
／
両
人
計
候
、
可
御
心
安
候
、」
か
し
く
、

　
（
結
封
墨
引
）
大（

森
盛
時
）

輔
殿
ま
い
る
申
給
へ　
　
　
　
　
　
　

□
□

㊽　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
大
永
七
・
八
年
冊

第
51
紙
紙
背

御
状
委
細
拝
見
申
候
、
誠
彼
間
之
儀
御
無
念
之
事
候
、
乍
去
す
て
す
御
あ
つ
か
ひ
可

然
候
、
仍
青（

入
道
尊
鎮
親
王
）

門
へ
の
御
状
給
候
、
御
里
へ
ま
い
ら
せ
候
て
を
き
候
て
、
御
ひ
ん
き
に

ま
い
ら
せ
ら
れ
候
へ
の
よ
し
、
可
申
□
」
覚
悟
候
、
乍
去
遅
々
候
へ
き
間
、
若
人
を

ま
い
ら
せ
ら
れ
候
へ
き
か
と
、
わ
れ
〳
〵
書
状
も
そ
れ
へ
ま
い
ら
せ
候
、
人
つ
か
い

御
座
な
く
候

ゝ
、
御
さ
と
へ
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
可
給
候
、
又
」
明
日
鞍
馬
へ

の
□
□
老
父
た
か
お
へ
罷
候
間
、
／
人
候
ま
し
く
□
三
や
け
を
わ
れ
〳
〵
と
両
人

可
参
候
、
そ
れ
に
て

人
数
た
り
ま
い
ら
せ
候
ま
し
き
か
、
町（

顕
量
）・

西
坊
な
と
可
被
仰

候
哉
、
い
つ
れ
に
こ
な
た
に
て
な
り
と
も
、」
日
待
は
御
さ
た
候
へ
き
や
ら
ん
、
自

然
今
日
以
参
可
申
入
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□　

㊾　

堯
空
〈
三
条
西
実
隆
〉
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
1
紙
紙
背

板
輿
見
苦
敷
候
へ
共
、
安
間
事
候
、
花
帽
子

、
愚
老
今

罷
出
事
候

ぬ
程
に
、

人
に
や
り
て
不
所
持
候
、
所
用
候
へ

、
人
に
借
候
事
候
、
無
念
候
、
さ
候
様
に
思

食
度
候
御
事
目
出
度
候
、
毎
事
可
為如御
本
望
候
、
ま
つ
〳
〵
桂
新
免
事
、
漸
在（

勘
解
由
小
路
）

富
卿
」

被
仰
驚
可
被
置
候
、
去
年

あ
ま
り
に
乏
少
、
沙
汰
外
候
、
当
年

可
然
之
様
候
と
、

と
て
も
の
事
、
御
意
見
憑
存
候
、
旁
御
い
と
ま
こ
ひ
如
何
様

も
可
参
申
入
候
、
穴

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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賢
々
々
、

　
（
捻
封
墨
引
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堯（
三
条
西
実
隆
）

空　

㊿　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
2
紙
紙
背

け
ふ
よ
り
の
め
て
た
さ
、
お
ほ
し
め
し
候
ま
ゝ
に
、
と（

河
内
国
茨
田
郡
）

も
ろ
木
し
た
か
へ
ら
れ
候
て
、

／
御
ね
ん
く
せ
い
〳
〵
／
ま
い
り
候
て
、
御
心
や
す
き
御
事
の

い
わ
ゐ
の
候
へ
く

候
、」
こ
の
御
所
に
も
、
く
は
う
わ
た
く
し
お
も
ふ
ま
ゝ
に
御
地
の
ほ
う
書
も
ま
い

り
、
は
り
ま
も
／
め
て
た
き
事
の

申
候
へ
く
候
、
又
□
の
た
つ
へ
ま
つ
ま
い
り
候

ゝ
、」
う
け
給
候
へ
く
候
、
ぬ
い
物
い
て
き
候
ほ
と
に
、
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

又
わ
さ
と
こ
な
た
よ
り
に
て
も
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
や
ら
ん
、
も
し
し
ち
や
う
ま
い

り
候

ゝ
、
こ
な
た
へ
給
候
へ
く
候
、
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
申
給
へ

�　

杉
坊
明
算
書
状
（
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
3
紙
紙
背

態
折
紙
遣
候
、
仍
当
庄
之
儀
、
先
日
如
申
越
候
、
三
条
殿
へ
者
御
前
之
公
用
可
参
候

間
、
在
所
之
儀
者
、
此
方
へ
半
分
可
知
行
之
条
、
諸
成
物
早
々
可
進
納
候
、
於
無
沙

汰
者
、
可
為
曲
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

七
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
杉
坊

算
（
花
押
）

　

名
主
百
姓
中

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
4
紙
紙
背

け
さ

文
御
う
れ
し
く
お
ほ
え
さ
せ
を

し
ま
し
候
、
あ
ま
つ
ら
の
／
入
物
た
し
か

に
／
心
え
ま
い
ら
せ
候
、
御
と
り

た
し
候
に
、
け
に
も
御
事
」
わ
り
と
思
ひ
ま
い

ら
せ
候
、
ま
こ
と
に
い
く
た
ひ
申
て
も
、
す
る
〳
〵
と
御
の
ほ
り
の
め
て
た
さ
、
／

□
□

御
れ
い
御
ま
い
り
候
て
、
□
と
け
さ
ん
に
入
候
つ
る
、
□
身
に
も
御

や
給

（
河
内
国
茨
田
郡
）

鞆
呂
岐

候
、
よ
く
そ
と
」
□

〔
御

□う
ヵ
〕れ

し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
□
や
□
に
ぬ
ま
の
ほ
り
□
候
ら

ん
、
け
さ
ん
に
入
た
き
と
申
て
の
ほ
り
候
よ
し
、
か
ん
し
入
ま
い
ら
せ
候
、

や
と

し
よ
り
に
て
候
そ
と
、
を
し

か
り
ま
い
ら
せ
候
、
な
に
も
お
ほ
く
ま
い
ら
せ
候
へ

か
し
と
、
こ
も
し
へ

」
世
の
さ
わ
か
し
さ
に
か
〳
〵
し
く
申
候
、
い
か
ゝ
と
せ
う

し
さ
、
我
身
な
と

た
ゝ
ひ
や
う
ら
う
つ
め
に
な
り
候

ん
す
る
、」
心
ほ
そ
さ

か
り
に
て
候
、
又
さ
と
へ
昨
日
さ
や
う
に
お
ほ
せ
事
候
、
返
々
御
う
れ
し
く
候
や
、

や
わ
た
へ
の
御
事
も
御
さ
う
な
と
申
、

や
う
か
も
候

ぬ
事
に
て
、
か
も
し
に
思

ひ
」
ま
い
ら
せ
候
へ
と
も
、
と
て
も
の
御
事
に
、
ち
と
け
に
〳
〵
し
く
御
入
候
へ

、
四
も
し
く
も
し
の
思
ひ
候
所
も
よ
く
候

ん
す
る
と
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い

ら
せ
候
、
い
ま
ち
と
ま
つ
」
世
の
さ
わ
か
し
さ
し
つ
ま
り
ま
い
ら
せ
候

て

と
思

ひ
ま
い
ら
せ
候
、
そ
の
ま
へ
に
ち
と
四
も
し
の
ま
へ
を
お
ほ
せ
ら
れ
候
て
、
よ
く
候

ん
か
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
こ
な
た
よ
り
つ
く
り
あ
わ
せ
候
や
う
に
思
ひ
候

ゝ
、」
は
ら
た
ち
候

ん
ほ
と
に
、
ま
つ
御
さ
た
候

て
、
そ
の
し
ふ
ん
に
お
ほ

せ
ら
れ
候

ゝ
、
よ
く
候

ん
か
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
よ
き
や
う
に
た
の

〳
〵
」

い
り
ま
い
ら
せ
候
、
御
と
り

た
し
の
ま
に
、
よ
く
そ
か
や
う
に
お
ほ
せ
ら
れ
候
、

御
う
れ
し
さ
申
つ
く
し
か
た
く
候
、
又
一
も
し
御
つ
ほ
ね
よ
り
御
返
事
た
し
か
に

ま
い
ら
せ
候
、
御
う
れ
し
さ
、
い
ま
た
」
御
心
わ
ろ
き
よ
し
、
返
々
御
心
も
と
な
く

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
よ
ろ
つ
又
申
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
（
結
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
□
□
□
ま
い
る

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
5
紙
紙
背

昨
日

御
返
事
御
思
よ
り
候
と
御
う
れ
し
く
お
ほ
え
さ
せ
を

し
ま
し
候
、
ま
つ

〳
〵
御
／
お
こ
り
け
の
よ
し
／
う
け
給
候
、
返
々
御
心
も
と
な
く
思
ひ
ま
い
ら
せ

候
、
よ
く
〳
〵
御
や
う
し
や
う
」
候
て
、
御
さ
わ
〳
〵
と
よ
き
御
事
を
う
け
給
候
へ

く
候
、
か
い
ひ
や
う
な
と
は
や
り
候
て
、
く
は
う
わ
た
く
し
／
く
ち
ま
ね
の
や
う
に

こ
そ
候
へ
、
返
々
御
心
も
と
な
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
又
」
き
ん
ふ
く
り
ん
の
事
御
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う
れ
し
さ
と
て
も
の
事
に
、
け
ふ
い
て
き
ま
い
ら
せ
候
や
う
に
、
／
た
の

〳
〵
ま

い
ら
せ
候
、
よ
へ
の
女
し
よ
ゐ
け
さ
ま
て
の
事
に
て
、
ね
む
さ
い
か
ゝ
申
候
や
、

返
々
」
と
ち
の
事
、
御
む
も
し
な
る
事
に
て
、
御
心
も
と
な
さ
た
の

ま
い
ら
せ
候
、

か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
申
給
へ
ま
い
る

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
6
紙
紙
背

御
返
事
な
か
ら
御
こ
ま
〳
〵
と
み
ま
い
ら
せ
候
、
御
お
こ
り
け
御
く
す
り
ま
い
ら
せ

候
て
、
よ
く
御
入
候
よ
し
、
め
て
た
く
御
う
れ
し
さ
、
こ
の
ほ
と
の
御
心
つ
く
し
の

御
く
た
ひ
れ
に
て
も
御
入
候
へ
く
候
、」
ま
つ
〳
〵
つ
く
し
よ
り
の
ほ
り
候
物
申
や

う
、
あ
ら
〳
〵
め
て
た
さ
候
や
〳
〵
、
此
月
中
に

御
つ
き
候
へ
く
候
、
返
々
ち
か

ら
を
つ
け
候
て
、
め
て
た
く
御
う
れ
し
さ
に
て
候
、」
め
て
た
き
事
を
猶
々
こ
し
入

ま
い
ら
せ
候
、
／
又
さ
き
の
さ
う
し
と
も
、
き
う
よ
う
に
て
候
、
う
ち
た
へ
ぬ
し
た

に
あ
ら

の
や
う
に
候
、
あ
ま
り
に
ほ
し
く
て
も
た
へ
候
つ
れ
と
も
、
こ
ゝ
に
あ
る

物
さ
へ
の
や
う
に
候
ま
ゝ
、
も
し
や
と
申
候
つ
る
、
し
ん
こ
き
ん
も
お
な
し
や
う
に

ぬ
し
つ
け
た
き
と
て
候
、」
よ
き
ほ
ん
に
て
候
、
二
色
を
三
十
疋
に
と
く
れ
〳
〵
申

候
、
し
た
て
候
ハ
大
き
な
る
物
に
て
候
、
ほ
し
さ
一
も
し
な
と
も
御
ほ
し
く
候
へ
く

候
、
御
き
う
〳
〵
に
候
ま
ゝ
」、
よ
そ
へ
も
兼
申
候

す
候
、
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
申
給
へ

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
7
紙
紙
背

さ
き
に

文

ま
い
ら
せ
候
、
さ
う
し
の
物
た
し
か
に
給
候
、
き
く
も
し
の
物
、
そ

の
文
を
」
み
せ
ま
い
ら
せ
候
て
申
候
、
す
く
に
ひ
き
つ
け
ま
い
ら
せ
候
、
き
う
〳
〵

な
る
物
に
て
候
ま
ゝ
、
申
つ
く
し
か
た
く
候
、」
こ
ゝ
も
と

な
〳
〵
御
ほ
し
か
り

候
人
す
／
お
ほ
く
候
つ
れ
と
も
、
た
う
さ
の
事
な
り
候

て
、
御
か
た
へ

か
り
に

て
候
、
い
せ
物
か
た
り

一
た
ん
御
う
ら
山
し
く
存
ま
い
ら
せ
候
、」
ほ
う
こ
う
し

ゆ
の
ひ

（
彦
部
晴
直
）

こ
へ
と
申
物
の
ふ
て
に
て
候
、
し
ん
こ
き
ん

□
き
く
も
し
と
の
に
て
ふ
て

に
て
候
、
こ
れ
も
お
し
き
事
に
て
候
、
あ
ち
き
な
に
て
候
、
□
し
ゆ

か
り
に
て

候
、」
な
に
も
か
も
入
候

ぬ
お
り
ふ
し
に
て
、
こ
ゝ
も
と
の
御
事
し
や
う
へ
ん
に

た
え
候
、
せ
ひ
な
う
候
、
又
一
も
し
御
局
へ
御
」
ひ
ん
き
候

ゝ
、
し
ら
せ
候
て
給

候
へ
く
候
、
又
あ
す
し
ろ
き
御
こ
も
し
を
一

か
り
候

ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま

い
ら
せ
候
、」
や
か
て
ひ
る
ほ
と
に
返
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
夕
さ
り
よ
り
と
た

の

ま
い
ら
せ
候
、
よ
く
も
候

ぬ
よ
こ
れ
ま
い
ら
せ
候
と
も
く
る
し
か
ら
す
候
、

た
の

ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、」

　
（
結
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
申
給
へ

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
8
紙
紙
背

御
か
た
御
所
へ
の
か
こ
一
、
た
し
か
に
そ
な
た
の
物
に
そ
へ
ら
れ
て
ま
い
ら
せ
ら
れ

候
へ
く
候
、
／
文
と
も
中
に
□
入
候
、
／
よ
く
〳
〵
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
候
へ
く
候
、

大
夫
へ
の
か
は
こ
二
・
」
文
と
も

、
さ
つ
し
や
う
ま
い
り
候

ゝ
、
う
け
給
候
て
、

加
賀
の
か

申
つ
け
て
、
そ
な
た
へ
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
／
猶
々
よ
く
〳
〵
お
ほ

せ
事
候
や
う
に
た
の

〳
〵
入
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
よ
し
、
心
え
て
申
付
ら
れ
候
へ
く

候
、
あ
な
〳
〵
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
の
御
局
へ
申
給
へ

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
9
紙
紙
背

こ
の
御
さ
う
し
、
け
さ
と
く
よ
り
う
た
せ
ら
れ
候
て
、
と
ち
ふ
つ
く
り
さ
せ
ら
れ
て

ま
い
ら
せ
候
、
よ
へ

御
／
の
こ
り
お
ほ
さ
又
ま
い
□
候
て
申
候
へ
く
候
、
／
さ
き

に

け
ふ
の
御
い
わ
ゐ
色
々
給
候
て
、
め
て
た
さ
」
千
秋
万
せ
ゐ
い
わ
ゐ
入
ま
い
ら

せ
候
御
事
に
て
候
、
か
も
し
御
け
か
う
に
て
／
一
た
ん
め
て
た
さ
御
き
も
入
の
し
る

し
と
の

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、
又
五
ゐ
に
」
き
や
う
た
い
の
事
と
く
〳
〵

い
て
か
た
へ
入
候
と
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
候
て
候
け
る
に
、
け
ふ

ひ
ま
入
候
て
、
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中
々
や
ら
ん
、
か
し
く
、」

　
（
捻
封
墨
引
）
た
れ
に
て
も
申
給
へ

�　

某
書
状
（
竪
折
紙
）　
○
天
文
六
年
冊

第
10
紙
紙
背

□
き
に

さ
と
ま
い
り
候
て
、
色
々
御
物
か
た
り
申
候
よ
し
申
さ
れ
候
、
思
ひ
よ
ら

す
ふ
と
の
ほ
ら
せ
給
候
、
／
ひ
ろ
せ
の
事
も
又
／
□
け
ち
つ
け
候

ぬ
事

に
て

し
さ
に
て
候
、」
又
昨
日
□〔

候
ヵ
〕や

、
う
け
給
候
つ
る
□
も
し
の
事
、
な

い
〳
〵
御
物
か
た
り
申
入
候
し
か
、
□
も
し

四
し
や
う
に
こ
の
／

へ

の
□
□
も

け
さ

の
」

し

し
か

又

／
御
覧
せ
ら
れ
候

ん
す
る
や
ら
ん
、
又
一
昨
日
申
候

つ
る
御
し
や
う
そ
く
の
事

、
中
々
候
や
、
い
か
ゝ
と
」
き
ゝ
ま
い
ら
せ
た
く
候
、

又
か
ら
す
の
事
、
ふ
け
へ
御
心
え
候
よ
し
申
さ
れ
て
候
ほ
と
に
、」
め
て
た
さ
御
う

れ
し
さ
に
て
候
、
な
に
事
も
と
く
御
つ
ら
〳
〵
し
き
事

、
せ
う
し
に
か
も
し
に
思

ひ
ま
い
ら
せ
候
事
に
て
候
、
ち
と
」
と
り

た
し
候
て
さ
な
か
ら
に
て
候
、
か
し
く
、

　
（
捻
封
墨
引
）
誰
に
て
も
申
給
へ
ま
い
る
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